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【 背 景 ・ 目 的 】  

 和 歌 山 県 で は 年 々 畜 産 農 家 戸 数 が 減 少 し 、 各 市 町 村 に 数 戸 の 畜

産 農 家 戸 数 と な り 、 地 域 で の 畜 産 農 家 の 組 織 的 な 活 動 が ほ と ん ど

行 え な く な っ て い る 。 繁 殖 和 牛 農 家 に つ い て も 、 県 内 で 飼 養 さ れ

る 黒 毛 和 種 を 熊 野 牛 と 命 名 し 熊 野 牛 振 興 を 行 っ て い る が 、 当 管 内

で は 各 市 町 村 に １ 戸 程 度 の 飼 養 戸 数 と な っ て い る 。そ の よ う な 中 、

繁 殖 和 牛 農 家 が 自 主 的 に 組 織 化 を 行 い 、 関 係 団 体 の 協 力 を 得 て 紀

北 和 牛 改 良 組 合 （ 以 下 組 合 ） を 設 立 し 、 熊 野 牛 の 改 良 や 生 産 性 向

上 対 策 等 に 取 り 組 ん で き た の で 、 そ れ ら の 効 果 に つ い て 検 証 を 行

っ た 。  

【 取 り 組 み の 内 容 】  

 組 合 は 平 成 2 2 年 2 月 に 紀 北 家 畜 保 健 衛 生 所（ 以 下 家 保 ）管 内 の

5 市 町 村 の 計 1 0 農 家 に よ り 設 立 さ れ 、 翌 平 成 2 3 年 4 月 に 県 名 で

初 め て 公 益 社 団 法 人 全 国 和 牛 登 録 協 会 （ 以 下 登 録 協 会 ） に 認 定 さ

れ た 和 牛 改 良 組 合 と な っ た 。 平 成 2 5 年 2 月 1 日 現 在 で は 、 1 1 農

家 2 4 9 頭 の 繁 殖 雌 牛 の 飼 養 状 況 と な っ て い る （ 表 1） 。 組 合 で は

熊 野 牛 の 改 良 や 生 産 性 向 上 対 策 の た め 、 家 保 の 指 導 ・ 助 言 の も と

以 下 の 活 動 を 実 施 し て い る 。  

①  牧 場 巡 回 （ 各 組 合 員 ・ 肥 育 農 家 ）  

組 合 員 が 飼 養 す る 繁 殖 雌 牛 の 情 報 共 有 化 や 飼 養 管 理 方 法 等 の

意 見 交 換 を 行 う た め 、 各 組 合 員 の 牧 場 巡 回 を 実 施 す る と と も

に 、 組 合 員 の 出 荷 し た 素 牛 を 導 入 し た 肥 育 農 家 の 牧 場 視 察  

②  勉 強 会 ・ 研 修 会 の 開 催  

主 に 育 種 価 評 価 や 改 良 の 考 え 方 な ど に つ い て 、家 保 や 登 録 協 会

等 を 講 師 に 招 き 勉 強 会 や 研 修 会 を 実 施 す る と と も に 、先 進 地 の

子 牛 市 場 や 全 国 和 牛 能 力 共 進 会 予 選 、 枝 肉 市 場 な ど を 視 察  

③  共 同 作 業 の 実 施  

生 産 資 材 や 優 良 凍 結 精 液 の 共 同 購 入 及 び 共 同 削 蹄 枠 の 導 入  

【 家 保 に よ る 指 導 】  

 家 保 で は 組 合 設 立 以 前 よ り 、 繁 殖 和 牛 農 家 を 集 め て 家 保 主 催 の

改 良 や 疾 病 対 策 、組 織 活 動 の 有 用 性 な ど の 研 修 会 を 開 催 し て き た 。

組 合 設 立 後 も 組 合 主 催 の 勉 強 会 ・ 研 修 会 に 対 し て 講 師 や 職 員 を 派

遣 す る と と も に 牧 場 巡 回 に は 職 員 が 同 行 し 、 育 種 価 評 価 や 血 統 情

報 を 活 用 し た 改 良 へ の 助 言 、 防 疫 指 導 を 実 施 し て き た 。 ま た 、 生



産 性 向 上 対 策 の た め 、 熊 野 牛 子 牛 育 成 マ ニ ュ ア ル に 沿 っ た 子 牛 疾

病 予 防 プ ロ グ ラ ム（ 図 1） の 推 奨 、飼 養 衛 生 管 理 指 導 等 を 実 施 し 、

近 年 全 国 的 に 問 題 と な っ て い る 牛 白 血 病 に 対 し 、 家 畜 の 伝 染 病 に

対 す る 防 疫 体 制 の 確 立 事 業 を 活 用 し た 検 査 を 実 施 し 、 浸 潤 対 策 や

計 画 的 な 自 主 と う 汰 等 の 指 導 を 行 っ て き た 。  

【 取 組 の 効 果 】  

 登 録 協 会 の 実 施 す る 登 録 頭 数 に つ い て 、 組 合 設 立 前 後 で は 外 部

導 入 の 雌 牛 が 半 数 以 上 を 占 め て い た が 、 現 在 で は ほ と ん ど が 組 合

内 保 留 と な っ た 。 ま た 、 改 良 の 目 安 と な る 基 本 ・ 本 原 登 録 審 査 点

数 が 、 組 合 内 保 留 牛 で 平 成 2 0 年 度 に 8 0 . 2 点 で あ っ た も の が 平 成

2 4 年 度 に は 8 1 . 1 点（ 全 国 平 均 8 0 . 9 点 )と な っ た（ 図 2）。組 合 員

出 荷 の 子 牛 に つ い て は 、 日 齢 平 均 体 重 、 k g 単 価 で 平 成 2 0 年 度 に

は 0 . 9 6 k g /日 、 1 , 2 6 8 円 / k g（ 県 平 均 0 . 9 9 k g /日 、 1 , 2 4 5 円 / k g） で

あ っ た も の が 、平 成 2 4 年 度 で は 1 . 0 5 k g /日 、 1 , 5 2 9 円 / k g（ 県 平 均

1 . 0 2 k g /日 、 1 , 4 4 3 円 / k g）と な っ た（ 図 3 , 4）。ま た 、動 力 噴 霧 器

等 の 消 毒 機 器 が 不 十 分 で あ っ た 組 合 員 が 家 畜 伝 染 病 防 疫 強 化 事 業

を 利 用 し 消 毒 機 器 の 整 備 が 行 わ れ た 。 子 牛 疾 病 予 防 プ ロ グ ラ ム を

実 施 し た 組 合 員 に お い て は 、 斃 死 頭 数 割 合 が 平 成 2 0 年 度 の 6 . 7 %

か ら 平 成 2 4 年 度 の 2 . 0 %に 減 少 す る 一 方 で 、 十 分 に 子 牛 疾 病 予 防

プ ロ グ ラ ム 実 施 し な か っ た 組 合 員 で は 、 斃 死 頭 数 に 大 き な 減 少 は

な く 平 成 2 4 年 度 で は 8 . 9 %と 高 い 割 合 と な っ た（ 図 5）。牛 白 血 病

の 検 査 で は 、 平 成 2 3、 2 4 年 度 に 1 1 頭 の 繁 殖 雌 牛 の 抗 体 陽 性 が 確

認 さ れ た が 、1 0 頭 は 自 主 と う 汰 さ れ 、残 る 1 頭 も 隔 離 飼 育 を 行 い 、

平 成 2 5 年 度 の 検 査 で は 、抗 体 陽 性 牛 の 子 牛 も 含 め 検 査 し た 1 3 0 頭

全 て の 抗 体 陰 性 が 確 認 さ れ た （ 図 6） 。  

【 考 察 ・ 課 題 】  

 改 良 面 で は 、 組 合 内 保 留 牛 の 登 録 点 数 が 伸 び 全 国 平 均 を 上 回 る

な ど 改 良 の 成 果 が 出 て き て い る 。 そ の た め 、 組 合 設 立 前 後 で は 外

部 導 入 に 頼 っ て い た も の が 、 現 在 で は ほ と ん ど が 組 合 内 保 留 と な

っ て い る 。 ま た 、 登 録 協 会 の 認 定 組 合 と な っ た こ と で 、 選 抜 制 の

高 い 本 原 登 録 が 可 能 と な り 、 組 合 員 も 本 原 登 録 さ れ る こ と を 一 つ

の 目 標 と し て お り 、 改 良 の 一 役 を 担 う こ と と な っ て い る 。 子 牛 出

荷 成 績 に つ い て は 、 日 齢 平 均 体 重 が 年 々 改 善 さ れ る と と も に 、 価

格 の 面 で も 購 買 者 で あ る 肥 育 農 家 か ら 評 価 さ れ て き て い る 。 子 牛

の 疾 病 に つ い て は 、 年 毎 に 疾 病 の 流 行 状 態 が 異 な る た め 発 生 自 体

の 減 少 に は 至 っ て い な い が 、 斃 死 頭 数 の 減 少 に つ な が っ て お り 、

子 牛 疾 病 予 防 プ ロ グ ラ ム の 実 施 に よ り 重 症 化 す る こ と を 防 い で い

る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 労 力 の 面 な ど で 十 分 に 子 牛 疾 病 予 防 プ

ロ グ ラ ム を 実 施 で き て い な い 組 合 員 も あ り 、 家 保 と し て も 今 後 指

導 を 強 化 し て い く 必 要 が あ る と 考 え て い る 。牛 白 血 病 に つ い て は 、



積 極 的 に 自 主 と う 汰 や 隔 離 飼 育 な ど 行 う な ど し て 、 組 合 内 に 浸 潤

す る 前 に 対 策 を 行 え た こ と が 陽 性 率 を 引 き 下 げ る こ と と な っ た

が 、 今 後 も 継 続 的 に 検 査 を 実 施 し 、 清 浄 化 に 努 め て い く 必 要 が あ

る 。  

 繁 殖 和 牛 農 家 が 家 保 の 指 導 の も と 自 主 的 に 組 織 化 を 行 い 、 定 期

的 に 牧 場 巡 回 や 勉 強 会 な ど を 実 施 す る こ と で 、 組 合 員 同 士 の 意 見

交 換 や 情 報 の 共 有 化 す る こ と が で き 、 積 極 的 に 組 織 と し て 取 り 組

み を 行 っ た こ と が 、 明 確 な 効 果 に つ な が っ た の で は な い か と 考 え

ら れ る 。 個 々 の 農 家 で は 自 分 の 牧 場 の 問 題 点 が い ま ひ と つ 理 解 し

に く い こ と も あ る が 、 組 合 員 同 士 が 常 に 話 を 行 っ た り 、 他 の 組 合

員 の 牧 場 と 比 較 し た り す る こ と で 、 個 々 の 牧 場 の 問 題 点 、 ひ い て

は 組 合 全 体 の 問 題 点 が は っ き り し 、 家 保 の 指 導 に も 積 極 的 に 取 り

組 め た と 考 え ら れ る 。 今 後 の 課 題 と し て 、 子 牛 出 荷 成 績 や 斃 死 頭

数 な ど 組 合 員 間 で 差 が 出 て き て お り 、 そ の 差 を 埋 め て い く よ う 家

保 と し て も 指 導 し て い く 必 要 が あ る 。 ま た 、 繁 殖 成 績 の 改 善 や 組

合 と し て 繁 殖 雌 牛 共 励 会 の 開 催 及 び 全 国 和 牛 能 力 共 進 会 へ の 出 品

等 の 目 標 を 掲 げ て お り 、 家 保 も 協 力 し て そ の 活 動 を 支 援 し て い き

た い 。  


